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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０１９年１０月分） 

２０１９年１１月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

目次（以下は主なトピックを抜粋） 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

●新政権未発足のまま，昨年の総選挙実施から１年が経過（７日） 

●２０１９年ノーベル文学賞，ＢＨ国内で政治論争化（１０，１５日） 

●閣僚評議会，欧州委員会の報告書（本年５月）に基づく改革プランを決定（１６日） 

（２） エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●両エンティティ政府，ＥＵ基準の達成に向けた改革プランを策定（１０日） 

●欧州人権裁判所，モスタル市の選挙未実施問題で判決（２９日） 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディック大統領評議会メンバー，ＲＳ国民議会の臨時招集の方針を発言（１４日） 

●セルビア系要人とメドベージェフ露首相との会談（１９日） 

２．外政 

（１） 多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

●ＢＨ政府要人，西バルカン「ミニ・シェンゲン」構想への参加に関心（１０，２４，２９日） 

●大統領評議会３メンバーとモゲリーニＥＵ上級代表らとの会談（２９日） 

（２） 二国間関係 

●ＢＨ・トルコ・セルビア３か国首脳会談の実施（８日） 

（３） 日・ＢＨ関係 

●コムシッチ大統領評議会議長夫妻の即位の礼出席（２１～２４日） 

●中小企業ノン・プロジェクト無償資金協力に基づく気象水利観測機器の供与（２２日） 

●南武道「日本のスポーツと文化の夕べ」の開催（２６日） 

３．経済 

（１） 経済指標 

（２） 経済政策・公共事業 

●ＢＨ中央銀行，２０１９年上半期の対ＢＨ直接投資額の速報値を発表（３日） 

●世銀，２０１９年のＢＨ経済成長率の予測値を発表（９日） 

●ＩＭＦ，２０２０年のＢＨ経済成長率の予測値を下方修正（１７日） 

（注：以下は，当地紙報道などの公開情報をとりまとめたものです。） 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●閣僚評議会，２０１９年第４四半期の暫定予

算を承認（３日） 

閣僚評議会は，２０１９年第４四半期（１０月

～１２月）の暫定予算を承認した。 

 

●新政権未発足のまま，昨年の総選挙実施

から１年が経過（７日） 

国，ＢＨ連邦，２カントン（ヘルツェゴビナ＝

ネレトバ・カントンおよびカントン１０）において

新政権が未発足のまま，昨年の総選挙実施

から１年が経過。国レベルの連立協議に関し

ては，ＢＨのＮＡＴＯ加盟行動計画（ＭＡＰ）の

開始に向けたＮＡＴＯへの年次国家計画（ＡＮ

Ｐ）の提出問題をめぐり，ＳＤＡ（ボシュニャク系

与党）とＳＮＳＤ（セルビア系与党）の間の意見

の隔たりが埋まっておらず，依然として新政権

発足の見通しは立っていない。 

 

●２０１９年ノーベル文学賞，ＢＨ国内で政治

論争化（１０，１５日） 

１０日，スウェーデン・アカデミーが本年のノ

ーベル文学賞をペーター・ハントケ氏（墺）に

授与する旨発表した後，ＢＨ国内では，その是

非をめぐる議論が政治論争に発展。１５日，コ

ムシッチ大統領評議会議長（元首，クロアチア

系）は，同氏が過去にスレブレニツァ・ジェノサ

イドを否定する発言を行ったとして，同アカデ

ミーに対して授与取り消しを求める書簡を送

付。一方でドディック同セルビア系メンバーは，

ハントケ氏の同賞受賞に祝意を述べた。 

 

●閣僚評議会，欧州委員会の報告書（本年５

月）に基づく改革プランを策定（１６日） 

閣僚評議会は，欧州委員会が本年５月の

意見書と併せて発表したＢＨのＥＵ基準達成

度に関する詳細な報告書に基づき，７２９項目

にわたる改革の実施プランを策定。７２９項目

の改革実施主体の内訳は，国３３１項目，ＢＨ

連邦２０４項目，ＲＳ２０５項目，ブルチュコ特

別区１１８項目，ＢＨ連邦下の各カントン１３２

項目などとなっている。 

 

●セルビア系野党，ＳＮＳＤに代わり新政権入

りを目指す方針を確認（１６日） 

セルビア系野党第一，第二党のセルビア民

主党（ＳＤＳ）および民主進歩党（ＰＤＰ）は党首

会談を実施。シャロビッチＳＤＳ党首およびボ

レノビッチＰＤＰ党首は，セルビア系与党のＳＮ

ＳＤ主導の連立協議が停滞する中，同党に代

わって新政権入りを目指す方針を確認した。

これに対してドディックＳＮＳＤ党首は，同党抜

きの連立構想は「危険な冒険」だと述べ，ＳＤ

ＳおよびＰＤＰの動きを牽制した。 

 

●セルビア系・クロアチア系与党党首、スロバ

キア外相と会談（２７日） 

ドディックＳＮＳＤ党首およびチョービッチＨＤ

Ｚ（クロアチア系与党）党首は、スロバキアのブ

ラチスラバにおいて同国のライチャーク外相と

会談を行い，連立協議の動向などに関して意

見を交換。なお同会談にボシュニャク系政党

関係者が出席しなかったことに関して，イゼト

ベゴビッチＳＤＡ党首は，会談への出席の招待

を受けていないと述べ，同人抜きの３者会談

実施を批判した。 

 

●チョービッチ新ＢＨ議会上院議長が就任（２

８日） 

チョービッチ新ＢＨ議会上院議長（クロアチ

ア系，ＨＤＺ党首）が，イゼトベゴビッチ前議長
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（ボシュニャク系，ＳＤＡ党首）に代わり就任。Ｂ

Ｈ議会上下両院の議長職は８か月ごとの輪番

制であり，チョービッチ新議長の任期は２０２０

年６月２７日まで。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●両エンティティ政府，ＥＵ基準の達成に向け

た改革プランを決定（１０日） 

ＢＨ連邦およびスルプスカ共和国の両エン

ティティ政府は，ＥＵ基準の達成に向け，２０１

９年から２０２２年を実施期間とする両エンティ

ティの社会経済改革プランを決定。今後，両エ

ンティティ政府は同プランに基づき，公営企業

の民営化を進めるほか，投資拡大に向けた各

種施策を行っていく方針。 

 

●ビハチ市，難民収容施設への水道供給など

を停止（２１日） 

ＢＨ北西部に位置するビハチ市（ウナ・サ

ナ・カントン）は，財源不足を理由として，同市

にあるブチヤク難民収容施設への水道供給

等を停止した旨発表。同施設をめぐっては，こ

れまでＵＮＨＣＲおよびＥＵが，施設環境の劣

悪さから早期の閉鎖および代替施設の建設を

ＢＨ連邦政府に対して求めていたが，代替地

は依然として未定。２０１８年以降難民流入が

集中した結果，現在同市には収容能力を大幅

に超える約６，０００人の難民が滞在している

と見られる。 

 

●欧州人権裁判所，モスタル市の選挙未実施

問題で判決（２９日） 

欧州人権裁判所（仏・ストラスブール）は，モ

スタル市における１１年に渡る選挙未実施問

題は欧州人権条約が禁止する一般的差別に

当たるとして，バライラ・我々の党（ＮＳ）モスタ

ル市支部長がＢＨ政府を提訴していた裁判に

関して，ＢＨ政府の責任を認める判決を下した。

そのうえで同裁判所は，ＢＨ政府に対して，選

挙未実施の背景となっている選挙法を判決確

定後６か月以内に改正することを命じた。 

 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ連立与党第二党のＤＮＳ，ＳＮＳＤとの連

立関係の停止を発表（５、２４日） 

５日，ＲＳ連立与党第二党の民主人民同盟

（ＤＮＳ）は，与党第一党ＳＮＳＤが同党との間

で交わした連立関係に関する覚書に違反した

として，ＳＮＳＤおよび連立与党第三党のＲＳ

社会党との連立関係を停止する旨発表。一方

で，２４日にはＤＮＳとＳＮＳＤが同問題をめぐ

り第一回政党間協議を開催したものの，ＤＮＳ

の連立離脱の結論には至っていない。両党は

同問題に関して協議を継続する見通し。 

 

●ドディック大統領評議会メンバー，ＲＳ国民

議会の臨時招集の方針を発言（１４日） 

ドディック大統領評議会セルビア系メンバー

は，セルビアの日刊紙「ポリティカ」のインタビ

ューにおいて，９月のＳＤＡ党大会宣言および

過去の上級代表によるボン・パワーの行使を

議題として，スルプスカ共和国国民議会の臨

時会合を招集する方針を発言。ドディック・メン

バーはまた，同会合では，過去に上級代表が

実行した改革の正当性を否定する旨の決議

が採択されるとの見通しを示した。 

 

●セルビア系要人とメドベージェフ露首相との

会談（１９日） 

ドディック大統領評議会セルビア系メンバー

およびツビヤノビッチ・スルプスカ共和国（ＲＳ）
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大統領は，ベオグラードにおいてメドベージェ

フ露首相との会談を実施。ドディック・メンバー

は，１１月５日に予定されているインツコ上級

代表による定例の国連安保理報告を批判す

るとともに，メドベージェフ首相に対して，ロシ

ア政府がＲＳとともに同報告の実施に反対す

る立場を採ることを要請した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●大統領評議会２メンバーとディエン国連ジェ

ノサイド予防担当特別顧問との会談（７日） 

コムシッチ大統領評議会議長およびジャフ

ェロビッチ同ボシュニャク系メンバーは，ＢＨを

訪問中のディエン国連ジェノサイド予防担当

特別顧問との間で会談を行い，ＢＨにおける

民族間の和解実現に向けた今後の方針を話

し合った。 

 

●ＢＨ政府要人，西バルカン「ミニ・シェンゲン」

構想への参加に関心（１０，２４，２９日） 

１０日，アルバニア，北マケドニア，セルビア

の３か国首脳は，西バルカン地域諸国間のヒ

ト・モノ・資本の移動に対する障壁撤廃を目指

す「ミニ・シェンゲン」構想を協議。これに関し

て２４日，シャロビッチＢＨ対外貿易・経済関係

相は，同構想へのＢＨ参加を求める提案書を

閣僚評議会に提出。また２９日には，ジャフェ

ロビッチ大統領評議会ボシュニャク系メンバー

が，ＥＵによる支持があることを条件に，ＢＨも

同構想へ参加すべきである旨発言した。 

 

●ドディック大統領評議会メンバー，非同盟諸

国首脳会議に出席（２４日） 

第１８回非同盟諸国首脳会議がアゼルバイ

ジャンの首都バクーにおいて開催され，ＢＨか

らはドディック大統領評議会セルビア系メンバ

ーが出席。同期間中，ドディック・メンバーは同

国のアリエフ大統領との間で会談を行い，Ｂ

Ｈ・アゼルバイジャン間の経済関係強化などを

話し合った。 

 

●大統領評議会３メンバーとモゲリーニＥＵ上

級代表らとの会談（２９日） 

大統領評議会３メンバーは，ブリュッセルに

おいて，モゲリーニＥＵ外務・安全保障政策上

級代表およびハーン欧州委員会近隣・拡大政

策担当委員との会談を実施。席上，コムシッ

チ大統領評議会議長は，欧州理事会が先般

北マケドニアおよびアルバニアとのＥＵ加盟交

渉開始決定を延期したことに関して，同決定

はＢＨにとっても残念な決定であるとする一方

で，ＢＨが引き続きＥＵ加盟を目指していく旨

述べた。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・トルコ・セルビア３か国首脳会談の実

施（８日） 

ＢＨ・トルコ・セルビア３か国首脳会談がベオ

グラードで開催され，ＢＨからはコムシッチ大

統領評議会議長，ジャフェロビッチ同ボシュニ

ャク系メンバー，ドディック同セルビア系メンバ

ーが出席。３か国首脳は，西バルカン地域の

連結性向上などに関して協議を行った。また

同日には，サラエボ・ベオグラード間高速道路

の建設作業がセルビア側で開始されたことを

記念する起工式展も行われた。 

 

●ＢＨ・オーストリア首脳会談（１０日） 

コムシッチ大統領評議会議長は，オーストリ

アのウィーンにおいて，同国のファン・デア・ベ
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ーレン大統領との会談を行い，ＢＨ・墺の政

治・経済関係の強化について話し合った。な

お，オーストリアはＢＨにとって最大の投資国

であるとともに，同国には２０万人を超えるＢＨ

国籍保有者が在住している。 

 

●ズビズディッチ首相とパルマー米国務次官

補代理との会談（２２日） 

ズビズディッチ閣僚評議会議長（首相，ボシ

ュニャク系）は，ワシントンにおいて，パルマー

米国務次官補代理兼西バルカン担当特使お

よびコーマック米国務次官補代理（前駐ＢＨ米

国大使）との会談を行い，ＢＨの欧州大西洋

統合の見通しなどに関して協議を実施。パル

マー次官補代理は，会談の中で，ＢＨの政治

的安定は西バルカン地域の安定の鍵である

旨述べた。 

 

●パルマー米国務次官補代理，ドディック大

統領評議会メンバーを批判（２４日） 

パルマー米国務次官補代理兼西バルカン

担当特使は，米国議会上院の外交委員会に

おいて，ドディック大統領評議会セルビア系メ

ンバーをＢＨの改革前進に向けた妨げになっ

ていると名指しで非難。これに対してドディッ

ク・メンバーは，パルマー次官補代理は問題

の本質から意図的に目を逸らしていると批判

し，同人に対する非難への不快感を示した。 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●コムシッチ大統領評議会議長夫妻の即位

の礼出席（２１～２４日） 

コムシッチ大統領評議会議長（元首，クロア

チア系）は，日本政府の招待により訪日し，２

２・２３日に催行された新天皇陛下の即位の

礼関連行事（正殿の儀及び饗宴の儀並びに

安倍総理夫妻主催晩餐会）に出席。コムシッ

チ議長はまた，日本の対ＢＨ友好議員連盟と

の会合に出席し，日・ＢＨ関係の更なる発展

に向けて意見交換を行った。 

 

●中小企業ノン・プロジェクト無償資金協力に

基づく気象水利観測機器の供与（２２日） 

平成２５・２６年度「日本中小企業製品供与

ノン・プロジェクト無償資金協力」による気象

水利観測機器の引渡式が，ＢＨ連邦水利気

象研究所で開催され，坂本秀之日本大使お

よびオスマノビッチＢＨ民生大臣が出席。オス

マノビッチ大臣は，今回の支援は農業をはじ

めとする各産業分野における気象データの有

効利用につながると述べ，日本政府の支援に

対する謝意を述べた。 

 

（写真：坂本大使とオスマノビッチ大臣） 

 

●南武道「日本のスポーツと文化の夕べ」の

開催（２６日） 

「日本のスポーツと文化の夕べ」と題した日

本文化紹介イベントが，バニャ・ルカ市（ＲＳ）

南武道センターの主催により催行。同イベント

は毎年バニャ・ルカ市で開催されており，今回

で１４回目。イベントでは，南武道の実演が行
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われたほか，日本政府奨学金（MEXT）の元

日本留学生らが日本の歌と踊りのパフォーマ

ンスを披露した。 

 

（写真：南武道実演の様子） 

 

３．経済 

（１）経済指標（ＢＨ統計庁） 

●ＧＤＰ 

２０１９年４～６月期のＢＨのＧＤＰは，前年

同期比で２．６％のプラス成長。 

 

●産業生産指数 

２０１９年９月の産業生産指数は，季節調整

後の数値で前月比１．４％のプラス，前年同月

比では７．４％のマイナス。 

 

●貿易収支 

２０１９年１～９月期の輸出額は，前年同期

（２０１８年１～９月）比で２％のマイナスで８６

億６，３００万ＫＭ（約４３億３，１５０万ユーロ），

輸入額は前年同期比で１．９％のプラスで１４

６億２，３００万ＫＭ（７３億１，１５０万ユーロ）。

輸出額から輸入額を引いた貿易収支は５９億

６，０００万ＫＭ（２９億８，０００万ユーロ）の赤

字。輸出・輸入額の上位５か国は以下の通

り。 

 

ＢＨからの輸出 ＢＨへの輸入 

①ドイツ ①ドイツ 

②クロアチア ②イタリア 

③イタリア ③セルビア 

④セルビア ④クロアチア 

⑤スロベニア ⑤中国 

 

●雇用／失業率 

２０１９年８月の失業者数は４０万６，８４８人。

２０１７年の同月を基準値（１００）とする前年同

月（２０１８年８月）比で８．６％，実数にして４

万１，７３０人の減少で改善傾向。 

 

●平均給与 

２０１９年８月の平均給与（手取り）は９２５Ｋ

Ｍ（約４６２．５ユーロ）で，前年同月比で４．

２％のプラス。 

 

●消費者物価指数 

２０１９年９月の消費者物価指数は前月比

で０．５％のマイナス。 

 

●観光客数 

２０１９年９月にＢＨを訪れた観光客数は１６

万９，７２５人で，前年（２０１８年）同月比で８．

５％のプラス。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●ＢＨ中央銀行，２０１９年上半期の対ＢＨ直

接投資額の速報値を発表（３日） 

ＢＨ中央銀行は，２０１９年上半期の対ＢＨ

直接投資額が，速報値で前年（２０１８年）同

期比５３．６％プラスの６億５，０１０万ＫＭ（約

３億２，５０５万ユーロ）を記録したと発表。これ

に関して，ミリニッチＢＨ外国投資促進庁（ＦＩＰ

Ａ）長官は，今年は過去１０年間で最多の投資

額を記録した昨年をも大きく上回る規模の投
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資が行われていると述べ，下半期の更なる投

資拡大への期待感を示した。 

 

●世銀，２０１９年のＢＨ経済成長率の予測値

を発表（９日） 

世界銀行は，２０１９年のＢＨの経済成長率

に関して，前年（２０１８年）比で０．５％マイナ

スとなる３．１％のプラス成長とする予測値を

公表。世銀は同報告のなかで，２０１８年から

の成長率鈍化の要因は，世界各地域の貿易

摩擦を背景とするＢＨの輸出減少であるとの

見方を示している。 

 

●ＢＨ・クロアチア国境を結ぶ橋の建設工事

開始（１１日） 

ＢＨ北部グラディシュカ市（スルプスカ共和

国（ＲＳ））近郊において，ＢＨとクロアチアとの

国境を流れるサバ川上に架かる橋の建設工

事が開始。同橋が開通すれば，既に建設が完

了しているバニャ・ルカ市（ＲＳ）とグラディシュ

カ市を結ぶ高速道路のクロアチア側への連結

性が向上するとともに，ＢＨから他のＥＵ諸国

への交通アクセスも改善される見込み。 

 

●ＩＭＦ，２０２０年のＢＨ経済成長率の予測値

を下方修正（１７日） 

国際通貨基金（ＩＭＦ）は，２０２０年のＢＨの

経済成長率を，これまでに同機関が公表して

いた３．２％のプラス成長から，２．６％のプラ

ス成長に下方修正した。一方でＩＭＦは，併せ

て，同成長率は２０２１年以降に改善傾向に転

じ，２０２４年にかけて再び３％まで回復すると

の見通しを示した。なお，ＩＭＦによる今回の予

測値の下方修正の背景には，新政権発足に

向けた連立協議の停滞が，ＢＨ経済における

懸念材料になっていることがあると見られてい

る。 

 


